
第 1学年 数学科 学年末テスト
年   組   番 名前

1 次の直線や点をふくむ平面が、 1つ に決まるのはどれですか。ア～オの中からあてはまる

ものをすべて選び、記号で答えなさい。

ア 1つの直線上にある3点
工 交わる2つの直線

イ 平行な2つの直線
オ 2点

ウ 1つ の直線上にない3点

D Ｃ

　

　

Ｇ

2 次の図の直方体で、辺を直線とみて、直線 ABと ,■ しれ
の位置に:1^る 直線は、直線 CG、 直線 DH、 直線 EHと あ  A
と一つはどれかを答ぇなき・ .ヽ

3 次のような図形を直線′を回転の軸として 1回転させるとどんな
立体ができますか.立体の名前を答えなさい。

4 次の投影図で表わされる立体の名前を答えなさい。
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5 次の図に、▲ABCを、矢印 PQの 方向に線分
PQの長きだ iプ =行移動させてできる三「

■可|卜′を解

答用紙に,.=な さい。

6 線分 ABの垂直二等分線を作図しなさい.

8 円 0の 円周上の点 Pを通る接 ]・さを作図しなさい。

9 辺 BC i底
'」

とみたときの、三角形 ABC
の高さAHを作図しなさい。

B

A B

B

O A

A

C

7 ∠AOBの二等分線を作図しなさい。



10 半径 8 cm、 中心角 45・ のおうぎ形について、弧の長さと

面積を求めなさい。

11 次の立体の表面積と体積を求めなさい。

(1)              (2) (3)
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12 次の 6つ の立体を2つ・,グルーアに分けました。それぞ4の ク■́ ―プの特徴をいいなさい。
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13 次の図0よ うに、正二十面体の各頂点から、切り取ったあとの立体の辺の長さがすべて等

しくなるように、正三角錐を切り取る。切り取ったあとの立体について、次の問いに答えな

さい。

→

(1)■ 71:角形の面の数を答ぇなさい。   (2)正 六角形の面の数を答えなさい.

14 次の図の円錐の展開図で、側面にあたるおうぎ形の弧と半径の

長さをそれ'れ求めなさ
い.

4crn

15 次の投影図で表わされた立体について、ひろやさんとみほさんは次の

ように考えました。

ひろやさんの考え・・

みほさんの考え・ …

円錐だと思う

三角柱だと思う

しかし.二人とも間違えています。その間違いの理由を次のよう|こ説明しました。 (

にあてはまる言葉を次のア～工の中から選びなさい.

ひろやさん、間違えているよ,こ の投影図は (

みt'さ ん、間違ぇているよ。この投影図は (

A )円錐ではないよ。

)三角柱ではないよ。B

間違いの理由

ア 立面図が四角形だから
ウ 平面図が四角形だから

ｒ
′
―
』

イ 立面図が円だから
工 ｀
`面
図が円だから



16 次の図で、直潔 |ま 円 0の接線で、点

Aはその接点である。また、点 B、 Cは直

線で上の点である。∠AOB='0・ のとき、

次の・,1い に答えなさい。

(1)∠ABOの大きさを求めなきい.
`C   B

C

A

A

H

(2)(1)と 答えた理由を図、式.言葉などを使って説明しなさい。

17 次の図は、△ABCを直線でを対称軸として対称移動させた

図形を△DEFと し、これをさらに直線mを対称軸として対称

移動きせた図形を△GHIと したものである。このとき、△ABC

を△GHIに 1回の移動で重ねる方法を説明しなさい。

B
・
ヽE

`|`

,'2

)に入る数を求

F

G
0

18 次の図について、次の問いに答えなさい.

(1)色 をつけた部分の周の長さを求めるのに、次のように考えました。(

めなさい。

12cm

12cn■

(2)色のついた部分の面積を求めなさい。

色のついた部分の周の長さは、直径 12mの半円の弧

の長さと半径 12 cmのおうぎ形の弧の長さと一辺が 12

ぐⅢの正方形の一辺の和である。

直径 12mの半円の弧の長きは ( ア )m、 半径 12

cmのおうぎ形の中心角は ( イ )度なので、弧の長さ

は ( ウ )cm、 上方形の一辺は 12mである。

よって、それぞれを合わせると、(12π +12)cmと な

るので、色のついた部分の周の長さは (12π +12)cm

である。
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19 75・ を作図しなさい。

20 次の区 |ま、中身の見える上方体の容器の中|こ入れた棒を、正面と真上から見たものです.

正面 真上

次●見取国にお.ヽて、年はどのように見えますか,解答用紙にかきなさい。
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